議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成25年6月12日(水)　午前9時32分～午前9時53分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　佐野尚人　副委員長　さとうゆみ
委　員　青山直道　浅井たつお　伊藤祐司　加藤和男　
川合保生　水野とみ子
議　長　正木祥豊　副議長　加藤武

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記


１　議題
本日の一般質問の取扱いについて
（委員長）・　先ほどの全員打合せ会で、本日の川本議員の一般質問の取扱いについて諮るよう提案があったので、議題としたい。本件を議会運営委員会が取扱うべきかも含め意見を伺いたい。
（委　員）・　議会運営委員会が扱うべき件と思う。
　　　　 ・　今回、問題となっている学歴の件については、本人も認めている。議会として全く問題としないのは、市民の信頼が得られるだろうか。議会運営委員会としても何らかの判断が必要と思う。
　　　　 ・　議会運営委員会が扱うべきか判断がつきかねる。
　　　　 ・　委員以外の議員の意見も聞き、全員協議会で協議するということも必要かもしれない。
　　　　 ・　この問題について議会運営委員会で協議するのは、当然であると思うが、事実関係を調査しなければ判断できない。まずは、明日までの一般質問を予定どおり行い、その後に協議の場を持ってはどうか。
　　　　 ・　議会運営委員会でどうするかを決めないと進まない。それは、この委員会が結論を出すということではなく、これからどういった場で決めていくかということ。それが方向性を決めるということである。
（委員長）・　今日の議事日程をどうするかである。議会運営委員会の協議を優先し、議事日程を変更する案、一般質問を優先し、その後、議会運営委員会で協議する案のどちらかになるので、この２案でお諮りしたい。
（委　員）・　前例はないか。
（委員長）・　これまでにも、各議員に様々な文書が配られたことがあったかと思うが、その際の対応を知る議員がいれば、参考に聞きたい。
（委　員）・　その際は、個人的な話だったので、特段取り上げなかった。今回は議会運営委員会として方向性を決めなければ、｢議会は何をしているのか｣と問われる。今日の一般質問を認めるかは、議長判断でいいと思う。
　　　　 ・　２枚の手紙が届き、その１枚は辞職願で、議長に提出したと思ったが、そうではなかった。日付はないが本人のサインがあり、提出の意思はあると思える。昨日、具体的ではなかったが、本人から出処進退について言及があった。今の状態では判断がつかない。
　　　　 ・　議長は、どのように考えているか。
（議　長）・　先ほど、今日の本会議を開いたところであり、日程については粛々と行うべき。方向性の検討は議運で行い、また調査が必要との意見も出ているが、本人が書いたことを認めているので、その事実は尊重すべきである。
（委　員）・　議長の考えに賛成する。
（委員長）・　一般質問の日程は変更せず、明日の散会後に議会運営委員会を開くことでよろしいか。
＜異議なし＞
以上
